
1 

 

 

開 催 日：2021年 10月 24日（日） 

開催時間：14時～16時 

会  場：横浜市八聖殿郷土資料館 

参 加 者：33人 

※新型コロナ感染拡大防止のため、定員の半分で開催。 

お話：清水一徹（杉田劇場職員） 

演奏：中村 牧（杉田劇場館長）  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 地域を歌った《ご当地ソング》といえば、「ブ

ルーライトヨコハマ」や「伊勢佐木町ブルース」

などが有名だが、関東大震災後に原三溪が作詞

した「復興小唄 浜自慢」がある。その 2番に、

♪屛風ヶ浦の朝なぎに～という歌詞が出てくる。 

 

この歌は忘れ去られているが、現代では校歌

の中に地域の風景が登場している。そんな校歌

を調べていくと、知られざる歴史が発掘された。 

 そして開港 50 周年を記念して作られた横浜

市歌。いま皆さんが知っているような歌になる

までには、さまざまな変遷があった。 

 今回の発掘隊では校歌・市歌・県民歌・国歌に

まつわるそれぞれの事情を、演奏などを交えな

がら解き明かした。 

 今回は八聖殿に古いオルガンがあることから、

同館との共催という形で開催することになった。

主な内容は以下のとおり。 

 

メインテーマの話の前に、まずはいわゆる「ご

当地ソング」から入っていく。この会場、八聖殿

のすぐ近くにある三渓園にゆかりのある歌の話

だ。 

大正 12年に発生した関東大震災、横浜も壊滅

的な打撃を受け、多くの方が犠牲となった。そ

の 2年後である大正 14年に、「横浜に活気を取

り戻そう！」というところから、「濱自慢（復興

小唄）」が生まれた。作詞は原三渓、言うまでも

なく三渓園の生みの親である大実業家だ。 

この歌詞には、磯子区民にとって興味深い一

節が…「屛風ヶ浦の朝なぎに」、と書かれている。

まだこの頃の磯子界隈は埋め立ても小規模で、

私たちが今いるこの八聖殿のそばまで海岸線が

あった時代、懐かしい風景が歌として残されて

いるのだ。 

 どんな歌だったのか、聴いてみよう。 

 

 横浜芸妓組合が演じる『濱自慢』（はまれぽ.com） 

https://www.youtube.com/watch?v=kMKwbzv

yYkU 

第 51 回いそご文化資源発掘隊 
校歌と市歌 もうひとつの真実 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=kMKwbzvyYkU
https://www.youtube.com/watch?v=kMKwbzvyYkU
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続いてご紹介するのは『磯子小唄』。大正時代

から昭和 30年代にかけて、芦名橋周辺に「花街」

が栄えていたのは有名な話。昭和初期の活気あ

る街並みと自然が共存していた磯子の風景が、

三味線と歌によってしみじみと描かれている。 

 ♪磯子泊りに 嬉しい一夜 

 あかしていわれぬ 

 胸の内 胸の内 

 よいよいよいよい 口舌（以下省略） 

 

この曲は東京美術学校（現在の東京藝術大学

美術学部の前身）を卒業したのち、新聞記者を

経て古典邦楽、日本民謡の研究家となった町田

佳聲（かしょう 1888-1981）によるもの。 

作曲に関わるも

のとしては、現在の

視点から見てもか

なり異端の存在で、

昭和初期には独自

の改良を施した「写

音機」という、蓄音

機を肩にかけて運

ぶようなレコーダ

ーを用いて民謡収

集で全国を巡るなど、極めて精力的な研究を行

っていた。 

その 40 年近いフィールドワークの集大成と

して『日本民謡大観』を完成、日本の民俗音楽史

に大きな足跡を残したことでも有名である。 

 

【小学校校歌】 

続いて「校歌」の話である。この企画を立ち上

げるにあたり、横浜市内の小・中学校の校歌に

はどのようなものがあるか調べ始めまた。古く

は『海ゆかば』で知られる信時潔や、オペラから

ポップスまで幅広い作品で知られた高木東六な

ど、有名な作曲家による作品が数多く残されて

いるが、その中でも興味深かったのが加山雄三

作曲（ペンネームである弾厚作）、岩谷時子作詞

による小机小学校の校歌。こちらは昭和 58年 7

月 20日制定とのことである。 

著作権の関係上、本日は楽譜をお見せ出来な

いのだが、ちょっとだけ実際に音にしてみたい。

（オルガン演奏：中村牧） 

私の感想としては加山雄三らしさ、という点

よりも、シンコペーションを多用した、わりと

ポップな、まさに歌謡曲的な雰囲気が感じられ

たと思う。 

 

さて、もう少し範囲を絞って磯子区内の小学
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校の話をさせていただく。例えば、洋光台第一

小学校校歌の作曲は、『小さい秋』や『夏の思い

出』などで知られる中田喜直によるもの。 

その他、作詞・作曲に携わった有名人の名前

が数多く見受けられるが、今回私たちは、この

リストの中に最も名前が入っている松井健祐と

いう人物に着目した。 

松井健祐は明治 33年

東京生まれ、青山師範学

校卒業後、本所の中和小

学校訓導を経て、大正 9

年に東京音楽学校甲種

師範科へ入学した。ちな

みに、中田章、岡野貞一

や信時潔など、日本を代表

する作曲家たちが教授陣として指導をしていた

時代である。 

卒業後は浜松師範学校、東京府立八中での教

員生活を経て、昭和 13年に横浜市の視学、戦後

は指導主事として横浜の音楽教育に大きな影響

を与えた。ちなみに「視学」とは、 第 2次大戦

前の日本において教育監督をおもな仕事とした

職ということで、人事や思想統制においても大

きな権限を持つ職務だったとのこと。 

退職後は学校図書株式会社へ入社、3 年後に

は上野学園大学で後進の指導にあたるなど、日

本の初等音楽教育の第一人者としてその生涯を

全うした。 

府立八中時代の教え子には、戦後日本を代表

する指揮者で、日本フィルハーモニー交響楽団

の生みの親としても知られる渡邉暁雄がいた。 

 

音楽の授業で音源を聴く「鑑賞教育」という

ものは、現在では一般的となっている。彼が府

立八中で働いていた頃は、言うまでもなく蓄音

機が極めて高価なものだった。しかし、その時

の校長だった岡田藤十郎という人は音楽教育に

大変理解のあった方だったということもあり、

舶来品のチニーというメーカーの蓄音機を購入

してもらうなど、松井の仕事に全面的に協力し

てくれたことが、彼の言葉で残されている。そ

のような日本の音楽教育のすそ野を広げるきっ

かけを作った偉業は、もっと評価されて然るべ

きであろう。 

 

 

磯子の校歌にかかわった人物として、もう一

人挙げておきたいのが米山正夫である。磯子で

生まれ、旧杉田劇場でデビューした「昭和の歌

姫」美空ひばりが、その初期に歌った『リンゴ追

分』や『車屋さん』『津軽のふるさと』などを作

曲した人物として、日本の歌謡曲界に大きな足

跡を残し続けてきた。そんな彼が、屛風浦小学

校の校歌を作曲しているのだ。制定が昭和 36年

5月 11日とあるので、今から約半世紀前に書か

れたもの。 

（オルガン演奏：中村牧） 

 もし、米山が書いた校歌が、ひばりの通って

いた滝頭小学校だったら、さらによかったのに

…といった思いもあるが、こういった形でゆか

りある作曲家の足跡を残してもらえたのは、何

とも素敵な話ではないだろうか。 

 

 校歌のお話の最後に、各小学校の歌詞を比較

してみよう。校歌というものは、たいてい、町の

歴史とか風景が歌われているので、ご当地ソン

グといってもいいと思う。各校の特徴をキーワ

ードで比較してみた。 

松井健祐（1900-1989） 
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青色が海に関係する言葉で、黄色は丘や山に

関するワードである。ほかに紫色が植物。 

海に関わる言葉が入っていないのは「さわの

里小学校」のみ。学区が氷取沢、上中里なので

「海」が入らないので当然と言えば当然だ。 

逆に杉田小、浜小、磯子小、滝頭小、梅林小、

森東小では海関連のキーワードばかり。 

また、杉田小と梅林小に「梅」という言葉が入

っているのは、杉田梅を誇りにしているからだ

ろうか。 

富士山が出てくるのが汐見台小、洋光台第１、

第 3 小学校。学校からの風景が目に浮かんでく

るようだ。 

 

【横浜市歌】 

さて、ここからは『横浜市歌』について。 

 

 このグラフは、web サイトでおなじみの「は

まれぽ」が 2011 年に調査したものの引用だが、

この時点でも横浜市民の半数以上が歌えるとい

う、全国的に見てもかなり驚くべき結果が出て

いる。 

この『横浜市歌』、明治 42 年（1909）7 月 1

日の横浜開港 50 周年記念式典で披露されたも

のだが、現在、市民が歌っている『横浜市歌』、

実は昭和 41 年（1966）に当時の横浜市長だっ

た飛鳥田一雄の指示により、より歌いやすい音

楽へと直されたものだ。 

ここからは「いま、市民が歌っている横浜市

歌はどのように変わったか？」、その理由をお話

ししていくが、その前に市歌の作曲者を紹介し

ておこう。 

 

作曲者は南能衛という人。明治 14年（1881）

徳島県に生まれ、昭和 27年（1952）に亡くなっ

た作曲家だが、音楽教育家としての名声がより

大きく知られている。 

『横浜市歌』を作曲した当時、東京音楽学校

で助教授（現在の准教授）として、オルガンなど

を指導していた。また、唱歌編纂掛（しょうかへ

んさんがかり）という、今でいうところの、音楽

の授業で歌う歌を作る人を決めたり、それらを

教科書にするなどの仕事もしていた。 

もし皆さんが南能衛の作品を聴いたことがあ

るという方がいらしたら、おそらくこの歌では

ないかと思う。 

 

（オルガン演奏：中村牧） 



5 

 

ちなみに、楽譜には「作詞作曲不詳」とある。

これはこの曲が収録された『尋常小学唱歌』

（1911-14編纂）が作成された当時、文部省の方

針により作者は伏せられたためである。 

これらを取りまとめていたのが、南も委員を

務めていた唱歌編纂掛だった。 

さて、上の楽譜は現在皆さんが歌っている「横

浜市歌」の楽譜である。昭和 41年に直されたバ

ージョンだ。 

それに対し、下の楽譜はその前まで使われて

いた「横浜市歌」の楽譜である。昭和 9 年に公

開された楽譜だが、現代の楽譜と見比べてどう

だろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔の音源があるので聴いていただく。 

※昭和４年（1929年）11月 25日の SPレコー

ドより 

合唱：横浜市立青木尋常小学校生徒 

伴奏：日本ビクター・サロン・オーケストラ 

https://www.nicovideo.jp/watch/sm12160571 

 

この八聖殿に置かれているオルガンでも弾い

てもらおう。 

（新旧の市歌をひき比べ 演奏：中村牧） 

ちなみにこのオルガンだが、昭和 10年代、現

在の兵庫県たつの市に工場を構えていた東洋楽

器製造という会社が製作したものである。オル

ガンを専門としていた南能衛は、「横浜市歌」を

作曲した 3 年後に東京音楽学校を辞め、その後

は東洋楽器製造の技師長として、オルガンの製

作にも関わったそうだ。 

 

さて、上に書いたように、「横浜市歌」は昭和

41年に飛鳥田市長の指示でできた「横浜市歌普

及専門委員会」により改訂され、現在の楽譜に

落ち着いた。その過程で、どのような修正が施

されたかを見てみたい。 

まず、大きな修正点① 

この 16分音符の箇所だが、このまま歌うと非

常に歌いづらい。 

「しーまーじま」という部分、実際に歌うと

なると「し（ぃ）ーま（ぁ）ーじま」といった感

https://www.nicovideo.jp/watch/sm12160571
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じに、16分音符の 2つ目と 4つ目が母音のよう

になるので、音をはっきり歌うことが難しく、

あまり歌には向いていない音符の書き方になっ

ている。歌詞がない楽器での演奏では難しくな

いのだが、歌詞がある声特有の問題である。 

演歌でいうところの、「こぶし」という歌い方

に近い聴こえ方がして、このように歌うと西洋

音楽的にはあまり上品には聴こえないものとな

る。 

修正後は、伴奏は同じ音のままだが、歌のパ

ートだけ簡単にした結果、とても歌いやすくな

った。どちらも、16分音符の 1つ目と 3つ目の

音を 8 分音符にしただけなのだが、歌いやすさ

は段違い。「ふーねーこそ」の箇所も、まったく

同じ修正をしている。 

続いて、大きな修正点② 

 

テンポは Tranquillo、イタリア語で「静かに」

という意味が書き足され、前の部分に比べ穏や

かな雰囲気に変わった。実際の演奏でも、テン

ポは少しだが、ゆっくり目に演奏される。 

そして、ここで重要なのはリズムの変更だ。

旧版では「～みなと」のリズム。「み」の前の音

符が付点 8部音符、「み」が 16分音符、「な」と

「と」が 8分音符になっている。 

このまま歌うと、雰囲気としては「静かに」と

いうよりは、「勇ましい」感じに聴こえないだろ

うか。 

この歌自体が、行進曲のように作曲されてい

るので、そのままの流れが続いているようにも

感じる。行進曲、いわゆるマーチは殆どの場合、

2 拍子が多いのと、快活な部分とゆったり目な

雰囲気（トリオ）、そしてまた快活な部分の三部

形式で作曲されていることが特徴として挙げら

れる。 

修正後は、「み」を 8 分音符、「な」を付点 8

分音符、「と」を 16 分音符にした。その結果、

より「静かに、ゆったりとした」雰囲気に聴こえ

るようになった。 

それによって、ここで雰囲気がよりガラッと

変わり、音楽としても変化が分かりやすくなっ

た。リズムというものが、いかに音楽の印象を

変えるか…という点でも、とてもお手本になる

部分である。 

 

その他の修正点も、簡単にだが触れておきた

い。 

この楽譜はピアノで弾くにはやや和音の密集

が多く、ピアノで響かせるには重たく、透明感

の少ない響きになると思われる。 

 

これはあくまで推察なのだが、南能衛はこの

曲を作曲する際、ここにあるようなリード・オ

ルガンで作曲したのではないかと思った。 

作曲技法や楽器法の観点から見ても、この楽

譜をオルガンで弾いた場合は、ピアノに比べる

と複雑な倍音の交じりが少なく、当時のピアノ

の普及率を考えても、今以上に高価な楽器だっ

たこと、そして何より、学校教育において明治

時代から既にリード・オルガンが日本国内で多

く流通していたことを踏まえると、ほぼ間違い

ないと考えている。 

 

それらの修正がされたおかげで、作曲をした

南能衛が本当に表現したかったことがより分か

りやすくなり、実際に演奏する人たちも理解が

しやすくなったことで、この曲が多くの人々に

知られ、現在も歌われ続けることにつながった

のだろう。 
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ここからは『横浜市歌』の歌詞が、どのように

して作詞されたかという話をしていく。 

作詞者である森鷗外にとって、曲に詞を付け

る作業というのは初の試みだった。しかし、彼

は当時の日本では非常に珍しい方法を用いて、

「横浜市歌」の作詞という歴史的な作業を成し

遂げた。 

まずは、鷗外が思い描いた当時の横浜港の風

景を見ていただこう。 

 

この絵は、明治時代の横浜港の様子を描いた

もの。開港前の横浜は、100 戸足らずの家しか

なかった、漁民と農民による静かな村だった。 

しかし、アメリカからの黒船の来航により嘉

永 7 年に「日米和親条約」が結ばれると、僅か

5 年後の安政 6 年に横浜港が開港される運びと

なった。 

そこまでに外国人居留地をはじめ、波止場や

税関など、国際的な港としての整備が突貫工事

で行われた。 

まずは、鷗外が書いた原文そのままを見てい

ただきたい。 

 

わが日の本は島國よ 朝日輝ふ海に 

聯り峙つ島々なれば あらゆる國より舟こそ通え 

されば港の数多かれど   此横浜に優るあらめや 

むかし思へば苫屋の煙   ちらりほらりと立てりし處 

今は百舟百千舟 泊る處ぞ見よや 

果なく榮えて行くらん御代を 飾る寶も入り來る港 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、この文章は明治 42年に、鷗外の談話と

して残された都新聞（みやこしんぶん）の記事

からの一部である。ちなみに、「都新聞」とは、

現在の東京新聞の前身となった新聞。 

この横浜へのリスペクトに満ちた歌詞だが、

実は驚くべき方法で書かれたのである。 

 

例えば最初の七五のうち、七は「わがひのも

とは」（7字）、五は「しまぐによ」（5字）、その

後の七三の七は「あさひかがよう」（7字）、三は

先頃東京音楽学校から横濱市開港五十年の唱

歌を作って呉れと託されたから、其方で譜を

新しく先へ拵えて貰って、其れへ嵌めて歌を

作って見たいといった処、 

南教授の手に依って譜が出来上がったから聞

いて貰ひたいといふ案内があったので、早速

同校へ出張して譜を見、曲を聞くと、七五、

七三、八七、八七、七七、七七、七七、七七、

七五、七三、八七、七七といふので… 

 



8 

 

「うみに」（3字）といった具合に、鷗外は音符

のリズムと流れを意識して、歌詞を当て嵌めま

た。 

彼は楽譜を読むことはできなかったといわれ

ているが、ヨーロッパ文学（おもにドイツ語）を

日本語に訳すなど多言語を用いた作業の経験が

豊富だったので、言葉の韻の踏み方には長けて

いたと考えられる。まるでこの楽譜を初見で歌

えたかのような、見事な割振りである。 

また、実は鷗外という人物は、陸軍省に入省

した 3 年後の明治 17 年、軍医としてドイツの

衛生学を学ぶため、かの地へ留学している。最

初の滞在地であるライプツィヒでは、その 1 年

ほどの期間でワーグナーのオペラ『ローエング

リン』（これは脚本を購入するほどに関心が深か

った）をはじめとする、ヨーロッパのクラシッ

ク音楽に大きな関心を持ったとのことだ。 

当時で、その 1 年間に 30 公演近いコンサー

トに訪れたというほどの熱のあげようで、実は

その体験もきっかけとなったのか、フランスの

作曲家グルックのオペラ『オルフェオとエウリ

ディーチェ』の日本語訳を作成するという、当

時の日本の文筆家としては画期的な作業を行っ

たのである。 

 

参考までに、この画像は、鷗外自身が脚本に

メモ書きをしたもの。 

「横浜市歌」における作詞の作業の方法と、

大きなつながりがある貴重な記録の一つである。 

 

 

「横浜市歌」は明治 42 年 7 月 1 日の横浜開

港 50周年式典の祝賀会にて、横浜市内の小学校

（下のリスト）から集められた 300 人ほどの児

童合唱が、横須賀の海軍軍楽隊の伴奏で初演さ

れ、大変華やかな様子となった。 

楽譜が完成してから僅か約 2 週間後、さらに

ペストという大変危険な伝染病の流行により、

楽譜が正式に生徒たちの手に渡ったのが 2 日前

という状況での初演だった。そのような時間の

ない中、練習はとても大変だったものかと推察

される。 

 



9 

 

選ばれた 34の小学校のうち、磯子区からは 3

校が参加。その 3 校とは、磯子小学校と、根岸

小学校、そして森中原小学校（現在の杉田小学

校）の皆さんである。 

 

その後、『横浜市歌』はどのように発展、普及

していったか…その一端をお聴きいただきたい。 

ブルースバージョン 

https://www.youtube.com/watch?v=rX1x3pJd

BAE 

ブルースバージョンの小学生合唱版 

https://www.youtube.com/watch?v=NpDr7gL_

HVo 

盆踊り版アラメヤ音頭 

https://www.youtube.com/watch?v=f1gptQ4o_

LE 

行進曲風 祝典序曲 

https://www.youtube.com/watch?v=O7pSH6-

Qn5g 

 

【神奈川県民歌】 

https://www.pref.kanagawa.jp/uploaded/attac

hment/800174.mp3 

神奈川県民歌『光あらたに』は、昭和 25年 5

月 10日に制定された。 

先駆けること昭和 6 年 2 月、『神奈川県々歌』

という曲が制定されたのだが、これはあまりに

普及しなかったということで、昭和 23年の文化

の日、神奈川県章制定のタイミングで県民から

歌詞を公募し、完成に至ったという経緯がある。 

しかしながら、「横浜市歌」と比べ（そもそも、

「横浜市歌」の普及率の高さは全国レベルでも

異様なほど高い）、県民歌の存在感は現在に至る

まで薄い、という残念な状況が続いている。 

なお、この曲の歌詞は、現在は 3 番までなの

だが、実は「幻の 4 番」があった。しかしなが

ら、「鎚の響」「黒けむり」といった歌詞が、戦後

復興の象徴的風景ともいえる工場の騒音や煤煙

など、言い換えれば「公害」を想起させるとし

て、昭和 43 年に時の県知事である津田文吾が

「時勢にそぐわない」と削除を提案、刊行物で

の掲載が見送られることとなり、現在ではその

存在が忘れられている。 

（幻の 4番） 

晴れてこころの ときめくは 

いまよみがえる 町にきく 

鎚の響よ 黒けむり 

ああ神奈川は 新生の 

歴史の鐘の 鳴るところ 

 

【君が代】 

 明治 2年（1869）のこと、

当時のイギリス公使館護衛

隊歩兵大隊の軍楽隊長であ

ったジョン・ウィリアム・フ

ェントンが、「日本に国歌が

ないのは遺憾であり、国歌あ

るいは儀礼音楽を設けるべ

き」との思いから自身による

作曲を申し出、当時の薩摩藩砲兵大隊長であっ

た大山弥助（のちの大山巌）の提示により、薩摩

https://www.youtube.com/watch?v=rX1x3pJdBAE
https://www.youtube.com/watch?v=rX1x3pJdBAE
https://www.youtube.com/watch?v=NpDr7gL_HVo
https://www.youtube.com/watch?v=NpDr7gL_HVo
https://www.youtube.com/watch?v=f1gptQ4o_LE
https://www.youtube.com/watch?v=f1gptQ4o_LE
https://www.youtube.com/watch?v=O7pSH6-Qn5g
https://www.youtube.com/watch?v=O7pSH6-Qn5g
https://www.pref.kanagawa.jp/uploaded/attachment/800174.mp3
https://www.pref.kanagawa.jp/uploaded/attachment/800174.mp3
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琵琶歌の「蓬莱山」のなかにある「君が代」を歌

詞として作曲を行った。 

フェントンの作曲した『君が代』は、彼自身の

指揮により薩摩バンド（薩摩藩軍楽隊）の演奏

によって明治 3 年（1870）に

山手公園にて初演された。そ

の練習にあたり合宿地とした

のが横浜の妙香寺である。 

ここは「君が代発祥の地」で

あると同時に、「日本吹奏楽発

祥の地」ともされている。 

フェントン作曲の「君が代」 

（オルガン演奏：中村牧） 

 

現在、私たちが耳にする「君が代」に比べ、西

洋音楽的な雰囲気が色濃く感じられると思うが

如何だろうか。 

しかし、このフェントンによる「君が代」はあ

まり評判が芳しくなかった。明治 13年（1880）、

当時の宮内省伶人（雅楽を演奏する人）の長で

あった林廣守を中心とした改訂委員によって、

新たな旋律と西洋的な和声（海軍軍楽教師であ

ったフランツ・エッケルトの手による）を施さ

れた現在の「君が代」が作曲され、同年 11月に

は公に披露され、現在に至る。 

 

ちなみに、どういった経緯でこうなったのか

は今回追跡しきれなかったのだが、明治 12 年

（1879）の『保育唱歌』には、「サザレイシ」と

いう、こんな曲が載っている。 

（オルガン演奏：中村牧） 

歌詞は「君が代」と同じなのに、メロディーは

まったく別物なのだ。 

そして、明治 14年（1881）には、日本初の唱

歌の教科書として発行された『小学唱歌集 初編』

に、現在の「君が代」とは異なる「君が代」が掲

載された。 

（オルガン演奏：中村牧） 

この版の原曲は、18世紀のイギリスの作曲家

であったサミュエル・ウェッブのものと伝えら

れており、小学校でも当初はこちらの版が教え

られていたとのこと。 

「君が代」に関してはいろいろ賛否があるが、

その歴史を調べていくと、まだまだ謎があるよ

うだ。                ［了］ 


